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研究成果概要 
高エネルギー宇宙ニュートリノ研究として、上向きミューオン事象の研究と、それを用

いた暗黒物質対消滅ニュートリノの探索を中心に行った。以下詳細を述べる。 
１）SK4 での上向きミューオン事象の解析 
 SK４における上向きミューオン事象のデータリダクション、モンテカルロ作成等を行

い、ＳＫ４上向きミューオン事象をサンプルを作成し、これまでの上向きミューオンサ

ンプルとの一致を確認した。 
２）暗黒物質対消滅ニュートリノの研究 
太陽中心や地球中心、銀河中心に集積した暗黒物質・ニュートラリーノの対消滅から発

生する高エネルギーニュートリノ事象を上向きミューオンサンプルに探索する研究を進

めている。今年度では太陽中心からの上向きミューオンフラックス上限値をニュートラ

リーノ－核子散乱断面積への変換の最終結果を算出し論文投稿の準備を開始した。また

エネルギースペクトルに着目した暗黒物質対消滅ニュートリノの探索を開始した。 
３）高エネルギーニュートリノ点源の探索 
上向きニュートリノサンプルを用いて高エネルギーニュートリノ点源を探索し、ニュー

トリノ生成するを高エネルギー天体を探索した結果を論文にまとめ Astrophysical 
Journal に出版した 
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